会議の概要
	会議の名称
	令和６年度　第１回　津島市子ども・子育て会議

	開催日時
	令和６年６月６日（木）　午後１時30分から

	開催場所
	津島市生涯学習センター　第６会議室

	議事
	１　開会
２　あいさつ
３　委員紹介
４　議題
（１）子ども・子育て支援に関するアンケートの調査結果について
（２）第３期津島市子ども子育て支援事業計画（骨子案）について
（３）推進すべき子育て施策について（グループ討議）
（４）その他
５　閉会

	会議資料
	（事前配布資料）
・津島市　子ども・子育て支援に関するアンケート調査　調査結果報告書（抜粋）（資料１）
・津島市　子ども・子育て支援に関するアンケート調査　調査結果報告書【自由記述】（資料２）
・成育医療等基本方針を踏まえた計画（案）（健康推進課資料）
・（参考）成育医療等に関する取組の全体像（令和６年度現在）

（当日配布資料）
・次第
・委員名簿
・配席表
・津島市　子ども・子育て支援に関するアンケート調査　調査結果報告書（資料１―１）
・第３期津島市子ども・子育て支援事業計画【骨子案】（資料３）

	公開・非公開の別
	公開

	傍聴人の数

（公開した場合）
	３人

	出席委員
（敬称略）
	渡辺　桜　　　渡辺　雅樹　　桑山　久恵
濵島　達代　　宇治谷祐司　　猪飼　真里
浅井　純子　　岡本　厚子　　山田　雄司
伊藤　雅道　　花野　美和　　星野　武史　　　　　　
神野美智子　　佐藤　容子　　田中　和夫
平賀　美紅　　横山亜矢子　　澤村　知伸
　　　　

	欠席委員
（敬称略）
	なし


議事内容
	１　開会
	・開会

	２　あいさつ
	・健康福祉部長あいさつ
・資料確認

	３　委員紹介
	・委員自己紹介

	４　議題
	（１）子ども・子育て支援に関するアンケートの調査結果について

	事務局
	　資料１に沿って内容説明　

	
	（質問・意見等なし）

	
	（２）第３期津島市子ども子育て支援事業計画（骨子案）について

	事務局
	　資料３、健康推進課資料に沿って内容説明　

	
	（質問・意見等なし）

	会　長
	後ほどのグループディスカッションの中でも、もしご意見等あればご発言いただければと思う。

	
	（３）推進すべき子育て施策について（グループ討議）

	事務局
	　グループ討議の進め方について説明　

	委　員
	（約30分間のグループ討議）

	
	　各グループの発表　

	地域グループ
	・昔と今で時代が変わっていて、子育ての状況が変わっている。
・アンケートの調査結果をみると、急な病気の時に対応できるところが少ない。神島田にはあるが、うまく活用されていない。また、学童の朝の時間など、隙間の時間をどのように埋めていくか、なにか注力できないかという意見があった。
・遊び場所が少ないという意見がアンケートに多くあったので、公園の整備などもあるが、空き家の活用をして地域の高齢者を招き、寺子屋のような形で子ども達が宿題を持ってきて、高齢者がそれを教えるなど、そういった仕組み作りを進め、それが連携してこども食堂になるなど、色々なところにつなげていくために重層的な補助をしっかり支援していかなければならないという意見があった。
・地方自治体による奨学金返還支援制度というものがあって、大学を卒業して津島市で働く場合に、奨学金の補助が出るということをするのは良いのではないか。他の県ではあるようだが、愛知県内ではそういった市町村による奨学金の負担軽減のための補助がないようなので、津島市で導入したら県内「初めて」になるので、そういったところに目を向けてほしい。
・市の職員の方は育休・産休をしっかり取られていて充実しているとのことだが、それを民間の津島市内の企業にも取り入れていただけると。津島市の企業は働きやすい・子育てしやすい企業が多くあるということで、そういった取組を進めているところに対して津島市から補助金を出すというような施策が取れれば、津島市の企業に働く人や税収の増加につながると思うので、子育てしやすいことと、働きやすいことを両立させる動きで、企業への補助も含めて津島市で働きかけをしていただけると良い。
・ファミサポで費用を支払うことになるが、そこで働いている方に、利用者が払う分と最低賃金分の差額があると思うが、そこで津島市が補助をして、最低賃金の水準で働けるようになると、もっと人が集まったりするのではないかと思う。

	事務局
	補助金関係を市として実施したらどうか、初めてという教職員向けの奨学金補助を実施したらどうか、働きやすい環境づくりに向けて企業への補助をしたらどうか、とのご意見をいただいた。
また、ファミサポの状況について、改めてご理解いただけたと思うので、もし困っている方がいればファミサポをご紹介いただけるとありがたい。

	就学児
グループ
	・子育て世帯の訪問支援が実施されていないとのことなので、そういったものがあると子育てに対する不安などの解消に役立つのではないか。
・ファミサポを利用したいなどの色々な意見がある中で、利用したいけどなかなか最初の一歩が踏み出せないというケースもある。利用料金が１時間700円かかることがもしかしたら利用のハードルになっているのではないかとのことで、過去にはクーポンを発行して利用促進を図ったこともあるとのこと。ファミリー・サポートについて「ファミリー・サポートは怖いものではない」ということを地域の皆さんに委員の皆さんから説明をしていただき、より利用をしていただくことで、子育てのサポートが充実していくのではないかという意見が出た。
・小学生のことを考えると、それまで保育所や幼稚園に通っていたり、市のサービスを利用していた子どもが、小学生になったときに、利用できる場所の選択肢が減ってしまうという意見が出た。例えば、支援センターは、小学生は利用できないので、今まで行けたのに行けなくなってしまうことは、１つの居場所がなくなってしまうことになる。また、きょうだいで下の子がいて、下の子は行けるのに、上の子は小学生だから断られてしまうという状況もある。施設にも課題があると思うが、柔軟な対応をすることで、子どもの居場所づくりの一助になるのではないか。
・小学校に上がった時に、それまでは保育所や幼稚園へ保護者が仕事に行く時に預けて、仕事が終ったら迎えに行く、としていたものが、小学生になると子ども自身で学校に行かなくてはならなくなり、親が出る時間と小学校が始まる時間に開きができてしまう。その時間の居場所への不安や、学校が早く終わってしまうので、学童保育に通わせる余裕がないときに、なかなか津島市は今現状居場所がない。児童館も中央児童館１箇所しかなく、子どもが気軽に行って少し時間を過ごすような場所がなかなかできていないので、充実させられると、「小１の壁」といわれるものがこういったところにもあるので、解消につながっていくのではないかという意見が出た。
・学童保育について、今でも津島市内８小学校区のうち半分くらいはもう施設がいっぱいになっており、新規の受け入れができなくなっている。小学校の児童数は減っているが、学童保育の利用児童数は増えており、利用希望人数に対して施設の大きさが足りないという問題が目前に見えてきている。このまま来年度も今年度と同様に利用希望児童が増えていくと、待機児童の発生の問題も見えてきている。
・南こどもの家に関しては、新しい施設を作るという方向で話を進めていただいているが、他の地域でも施設が足りない状況がでてきているので、解消のためにもファミサポや児童館など、子どもの居場所が選択できるような仕組み作りを、他の事業と連携しながら考えていくことで、子どもたちが居場所を失ってしまうこと、保護者が預ける場所がなくて不安に思うことを解消できるのではないか。
・色々な事業をする中で、それぞれの事業が単発で改善していっても、幅を広げていくことは難しいと思うので、市からの財政面での支援を検討していただき、よりそれぞれの事業が充実して、横に繫がって、子どもたちの居場所を充実させていけるような仕組み作りを検討していただけたらという意見が出た。

	事務局
	子どもの居場所について、子どもの数は減っているが、こどもの居場所がないに等しい、あるけれどももう少し充実させたらどうかというご意見だった。
市としても課題として認識している。

	未就学児
グループ
	・学童について、放課後だけではなく、早朝も。平日は朝８時からということになっているが、職場までの時間等も考慮すると、できれば７時や７時30分から開所をしていただけると良い。
・東公園について、今プールが室内外ともに閉館している。子どもたちに、学校でも夏の間に数回しかないというところもあるようなので、水に親しむ機会を作りたい。
・天王川公園について、整備されてきているが、特に乳幼児が遊べる遊具がないので、できればもう少し増やしていただけるともっと広い年齢層で遊べるのではないか。
・児童館について、今は中央児童館１箇所しかないので、空き家を活用するなど、各中学校区で１つ、市内４箇所を目標にできると良いのではないか。
・公立の保育園、こども園について、保育の標準時間である11時間を超えた場合の延長保育料が、月２回の利用でも、月10回の利用でも2,000円かかるとのことで、できれば回数で金額を検討してほしい。
・小学校へ通学する時に、家から５分や10分程度の距離であれば、水筒を持って行っても大丈夫だが、30分～40分かかる場合、その間に水筒の水が無くなってしまう。帰る間に全て飲み干してしまい、飲み干した後は水分補給ができなくなるため、どこかで給水できるようなシステムができれば良いという意見も出た。特に、これからは暑い夏になっていき、またアスファルトの照り返しによって、体感温度はこどもたちにとっては非常に酷な状況になってくると思う。
・津島市民病院について、市民病院があるのに小児科がないという意見があった。安心してこどもを看てもらえる環境が整うと良いと思う。初診料が非常に高いとのことなので、ぜひとも市民病院に小児科をお願いしたい。

	事務局
	３つのグループに共通するものとして、学童の開所時間について意見をいただいたが、津島市の条例で開所時間が８時からとなっている。そのため７時や７時30分からの開所となると条例改正が必要で、議会の議決が必要になるので調整が必要になる。
東公園のプールや天王川公園については、関係課に話をしていきたい。
市民病院への小児科については、非常勤では来ているかと思うが、他からも要望をきいている。
延長保育料については、できれば現状のままで実施していきたい。
参考にしたい意見や、良い提案だが難しいものもあるかもしれないが、そういった意見があるからこそ、次の展開につなげていくことができる。
進行を会長にお返しする。

	会　長
	地域グループで一緒に議論をして、これまでにない生の意見をたくさん聞くことができた。
ちょうど、本日の新聞で出生率が最低の1.2になったという報道があった。
今日、皆さんから出た意見が、何らかの形で施策に活かされて、10年後に津島市の出生率が２になると良いなと思う。
事務局からは他に何かあるか。

	事務局
	（特になし）

	会　長
	委員の皆様からは何かあるか。

	委　員
	（特になし）

	４　その他
	・今回の議事録は後日郵送
・次回：第２回子ども・子育て会議は８月頃を予定
計画の素案を議題とする

	５　閉会
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